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平成２８年度 第５回下野市教育委員会定例会議事録 

 

１ 日  時  平成２８年８月１８日（木）午後１時３５分～午後５時００分 

２ 場  所  下野市役所３階 教育委員会室 

３ 出席委員  委 員 長  永 山 伸 一 

          職務代理者  三 橋 明 美 

          委   員  熊 田 裕 子 

          委   員  石 嶋 和 夫 

          教 育 長  池 澤   勤 

４ 出席職員  教育次長       野 澤   等 

教育総務課長     坪 山    仁 

学校教育課長       海 老 原 忠 

生涯学習文化課長   増 渕 晴 美 

スポーツ振興課長   北 條    均 

教育総務課課長補佐  伊 澤 仁 一 

教育総務課主幹    古 橋 栄 一 

５ 傍 聴 人  なし 

６ 協議事項 

（１）下野市社会福祉協議会理事の推薦について 

７ 報告事項 

（１）平成２８年度下野市教育委員会点検・評価報告書（案）について 

    （２）教育委員会後援等の承認について 

    （３）平成２８年度中学校総合体育大会の結果について 

    （４）平成２７年度下野市図書館評価報告書について 

    （５）平成２７年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況報告について 

    （６）リオ五輪パブリックビューイングの開催結果について 

  ８ その他 

      （１）下野市文化協会創立１０周年記念事業「文化のつどい」について 

  ９ 討議 

      （１）学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入について 

      （２）下野市における児童生徒の学力向上について 
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永山委員長 

あいさつ  

議事録署名委員の指名 永山委員長及び三橋委員 

前回議事録の承認について、議事録の確認をお願いする。訂正等があれば

発言を求める。（特になし） 

議事録はこのとおり承認とする。 

次に、教育長の報告を求める。 

・７月１６日に庁舎にて香川県高松市小学生親善交流事業の結団式が行わ

れ、市内７校から選ばれた２１名の小学生が、７月２７日から２９日に

かけて高松市を訪問した。同日、リオ五輪に出場した柔道男子６０㎏級

高藤直寿選手の壮行会が開催された。 

・７月２０日に元石橋北小学校長の内田榮一氏に瑞宝双光章（高齢者叙勲）

を伝達した。 

・７月２５日に下野市小学生陸上記録会が栃木市運動公園で行われた。 

・７月２６日に広島平和記念式典派遣団結団式が行われた。結団式には壬

生町の中学生４名と下野市の中学生８名が参加し、祇園に在住の高橋久

子氏の被爆体験講話を拝聴した。派遣団は８月５日から７日にかけて広

島を訪問し、その報告会を１７日に実施した。 

・７月２７日に下野市学校適正配置推進協議会を開催し、会長に宇都宮大

学教育学部准教授である小野瀬善行氏が、副会長に飯島珠美氏が選出さ

れた。同日、市ＰＴＡ連絡協議会との懇談会が開催された。 

・８月１日に、ＡＬＴへの委嘱状交付式を行った。 

・８月３日に、グリムの館にて教職員全体研修会を開催し、石嶋委員の講

演会を拝聴した。 

・８月６日から７日にかけて、リオ五輪に出場した柔道６０㎏級の高藤直

寿選手のパブリックビューイングが行われ、高藤選手は見事銅メダルを

獲得した。 

・８月９日から１０日にかけて、国内親善交流事業として高松市の小学生

２０名、引率者４名が下野市を来訪した。 

質疑等はあるか。（特になし） 

協議事項に入る旨を伝える。 

協議事項（１）下野市社会福祉協議会理事の推薦について説明を求める。 

【説明要旨】 

下野市社会福祉協議会より「同協議会理事」として、教育委員会から１名

の推薦をいただくよう依頼通知があった旨の説明を行う。 

現在、石嶋委員が理事となっているが、平成２８年９月で任期満了となる

ため、推薦をお願いするものである。委嘱期間は平成２８年９月から平成３

０年９月までの２年間。 

現在は、前委員の残任期間を受けたものなので、引き続き私がお受けした

いと思うが、よろしいか。（全委員承認） 

それでは、教育委員会として石嶋委員を推薦する。社会福祉協議会への報
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告をお願いする。 

次に、報告事項に移ることを告げる。 

（１）平成２８年度下野市教育委員会点検・評価報告書（案）について説

明を求める。 

【説明要旨】 

 当該報告書は、平成２７年度に実施した教育委員会所管の主要事業のうち、

内部評価を行った１３事業について、６月２９日と７月６日に開催された点

検評価外部評価委員会により評価をいただき、その結果を「平成２８年度下

野市教育委員会点検・評価報告書（案）」としてまとめたものである。 

 以下、報告書の目次に沿って概要説明及び各事業ごとの外部評価委員の意

見について説明を行う。 

 当該報告書は、９月に行われる市議会定例会においても報告させていただ

く予定である。 

質疑等はあるか。 

２２頁（２）教育のつどい事業の外部評価委員の意見欄には「記念講演会

について、教育関係者には関心のある内容であるが、一般の方には馴染まな

いため」とあるが、必ずしも教育関係の講演会ばかりではなかったと思う。

また、「教育のつどい」という事業趣旨からすれば、教育関係者が多くなって

しまうのは当然であると思う。このご意見は、どのようなことを期待してい

る内容なのか。 

おそらく、教育のつどいに来場した際に参加者の状況を見て、教育関係者

が多い印象があったようである。イベントとして開催しているのであれば、

教育関係者だけではなく、広く一般の方にも来ていただける内容にしてみて

はどうかというものだと思う。 

同じく２２頁の教育のつどい事業について、「主に教育関係者や保護者が参

加しているが、幼稚園や保育所へ通う保護者や職員等にも参加を呼びかけて

みてはどうか」という指摘があるが、以前、私が幼稚園の保護者役員をして

いた頃は案内通知があったが、現在は行っていないのか。 

 個別の案内は行っていない。広報しもつけやホームページ、ポスター等を

使用し、広く案内をしているところである。 

 以前では父母会にも個別に案内があったので、今後は個別の通知を検討し

てみてはどうか。 

 ご意見を参考に検討させていただきたいと思う。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（２）教育委員会後援等の承認について説明を求める。 

【説明要旨】 

「下野市教育委員会後援等承認一覧」に基づき、８月現在で６件の承認を

した旨の報告を行う。６件は全て後援であり、うち２件は新規団体である。 

質疑等はあるか。（特になし） 

次に、（３）平成２８年度中学校総合体育大会の結果について説明を求める。 
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【説明要旨】 

平成２８年度の中学校総合体育大会について、｢Ｈ２８年度 中学校総合体

育大会県大会の主な成績一覧表｣に基づき、県大会及び関東・全国大会に出場

した部活動を中心に、学校毎に戦績の説明を行う。 

質疑等はあるか。（特になし） 

続いて（４）平成２７年度下野市図書館評価報告書について説明を求める。 

【説明要旨】 

「平成２７年度下野市図書館評価報告書」に基づき、各図書館長による内

部評価と図書館協議会による４回の外部評価の結果等について説明を行う。 

平成２６年度評価では内部評価と外部評価の合計点の平均を総合評価とし

ていたが、内部評価が高いと必然的に総合評価が高くなってしまうことから、

平成２７年度評価から一部を変更し、外部評価をもって総合評価とすること

とした。 

また、内部評価における３館の考え方に相違があるため、平成２８年度評

価から内部評価を「単年度目標に対する成果報告」とし、外部評価において

は小項目ごとの評価は行わずに、「中項目の評価のみ」に改めることになった。 

なお、当該報告書は、８月の市議会議員全員協議会及び９月の市議会定例

会においても、報告させていただく予定である。 

 質疑等はあるか。 

 外部評価において小項目ごとの評価を行わずに、中項目の評価のみに変更

するということに懸念がある。中項目は漠然とした内容となっているので、

評価をすることが難しくなると思う。 

 例えば、小項目が３つあった場合、これまでは小項目ごとにＡ、Ｂ、Ｃの

評価をし、その評価をもって総合評価としていたところである。今後はこの

３つの小項目ごとに中項目として総合的に評価することになる。今後とも、

図書館協議会委員は、内部評価の結果を聞くとともに、分からない点は現地

でヒアリングを行いながら、コメント記入や外部評価を行っていく予定であ

る。 

内部評価も小項目ではなく中項目での評価になるのか。 

Ａ，Ｂ、Ｃなどの評価は行わずにコメントのみの評価となり、今後はこの

コメントを基に、外部評価を行っていくこととなる。 

４頁の南河内図書館についての委員による意見に、「民間との協働運営」

とあるが、この「協働」は「共同」ではないのか。 

委員長ご指摘のとおりである。そのとおり修正したうえで議会へ報告させ

ていただきたい。 

また、４頁及び５頁の課題に、「市職員への図書館利用のＰＲ」とあるが、

これはどのようなことを意図しているのか。 

市民のみならず、身近である職員に対しても図書館利用についてのＰＲを

行い、利用者拡大に努める必要があるのではないかということで課題に挙が

っているものである。 
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他に質疑等はあるか。 

４頁の石橋図書館の課題について「市民一人当たりの貸出点数が目標に達

しなかった原因を考慮し、２８年度に活かしてほしい」とあるが、貸出の目

標は、当該報告書のどの部分に書かれているのか。 

報告書の１６頁になるが、石橋図書館は独自に「２０１５年度末までに昨

年度より０．５％増の１３万７３００千冊の貸出を目指します」という目標

を設定していたところである。来年度からは、図書館基本計画に基づき、全

館で成果指標を掲げることになるので、こちらの評価もしていきたいと思う。 

数値目標を設定してしまうことで、かえって職員に負担をかけてしまう場

合もあるので、現状に応じて目標値の設定を変更するなど、ここは柔軟に対

応していただきたいと思う。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

続いて、（５）平成２７年度一般財団法人グリムの里いしばしの経営状況報

告について 

【説明要旨】 

「平成２７年度経営状況報告書」に基づき、「一般財団法人グリムの里いし

ばし」の事業報告及び財務諸表の数字等について説明を行う。 

なお、当該報告書は９月の市議会定例会においても報告させていただく予

定である。 

質疑等はあるか。 

 １３頁に正味財産増減計算書（損益計算書）があると思うが、（２）経常費

用にある①事業活動費について、報償費等の総額は分かるが、各事業ごとの

金額はどこに書かれているのか。 

１８頁の監査報告書にあるとおり、会計簿等にはそれぞれの事業費が記載

されているが、この報告書としては、事業ごとの金額の記載はされていない。 

１７頁に収支明細書があるが、事業活動費と法人会計事業活動費というこ

とで大きく２つに分かれている。一般財団法人として届け出をした場合、県

へ法人会計事業活動費分として報告をしなければならず、全体事業費の約４

分の１を法人会計事業活動費分として予算会計上分ける必要があるため、こ

のような形で報告しているところである。したがって、監査の対象となる書

類には事業別の数字が計上されているが、監査委員がチェックをした上で当

該報告書を作成したため、数字が整理され事業別の数字は記載されていない。 

ちなみに、具体的な事業の内訳が分かれば教えていただきたい。 

報告書には載せていないが、例えば代表的な事業として「Ｎ響メンバーに

よる 室内楽 名曲の愉しみ」は報償費等があったため、支出額は 690,000

万円程となっており、収入額は入場料として 399,000 円程になっている。ま

た、「青島広志おしゃべりコンサート 日本の歌はすばらしい」の支出額は

700,717 円、収入額は入場料として 493,000 円程となっている。 

 他に質疑等はあるか。（特になし） 

次に、（６）リオ五輪パブリックビューイングの開催結果について説明を求
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める。 

【説明要旨】 

リオ五輪での高藤選手を市民一丸となって応援するとともに、「見るスポー

ツ」の機会拡充を図り、市民のスポーツに対する機運を高め、スポーツ振興

に資するため、８月６日午後１０時から７日午前６時まで、下野市庁舎市民

ロビーにて下野市初となるパブリックビューイングを開催した。報道機関数

は１３社、３２０名を超える参加者があった。事故もなく無事終了し、本市

初となる五輪でのメダル獲得となった。 

質疑等はあるか。（特になし） 

 次に、その他に移ることを告げる。 

（１）下野市文化協会創立１０周年記念事業「文化のつどい」について説

明を求める。 

【説明要旨】 

 下野市文化協会創立１０周年記念事業として「文化のつどい」を開催する

ものである。当該事業は、栃木県文化協会から補助金を１０万円いただき、

共催事業として開催させていただくものである。以下、事前配布したチラシ

に基づき、日程や内容についての説明を行う。 

 質疑等はあるか。 

 小山高等学校吹奏楽部が演奏会をするということだが、下野市内にある石

橋高等学校に声かけはしたのか。 

 文化協会が主体の事業であるため、こちらから声かけは行っていないが、

小中学校音楽祭では、青少年育成市民会議が石橋高等学校の吹奏楽部に依頼

をしている。 

他に質疑等はあるか。（特になし） 

ここで会議開始より９０分経過したので暫時休憩とし、開始を１５時１５

分とする。 

 

議事再開の旨を伝える。 

討議に移ることを告げる。なお、討議の内容については、個別の学校名や

固有名詞を扱うことから、非公開としたいと思うがよろしいか。（全委員承認） 

 

以下の２点について教育委員による討議を行った。 

（１）学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入について 

 （２）下野市における児童生徒の学力向上について 

 

最後に、事務局より連絡事項等があれば説明を求める。 

教育福祉常任委員との懇談会及びＰＴＡとの懇談会の日程について説明を

行う。詳細については、決まり次第ご連絡させていただく。 

質疑等はあるか。（特になし） 

次回の教育委員会は９月２８日（水）の午後１時３０分の予定とする。 
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 本日の議事日程は全て終了した旨を告げ、午後５時００分閉会。 

  

 

 


